
副議長選挙立候補 所信表明 

川名靜子議員 

この度、桑折町議会副議長に立候補をいたします川名靜子です。初心

の一端を述べさせていただきます。桑折町は平成の合併と言われた中に

あって自立の道を選択し、東日本大震災、原発事故からの復興をはじめ、

さらには新型コロナウイルス感染症防止など、町民一丸となって取り組み、

議会も意思決定機関として大きな責任と役割を果たしてまいりました。現

在、地方の自治が求められている中、広く多岐にわたり行政課題の解決

に向けた議論は、町民の幸せと町発展のため、なくてはならない議会の

役割であると考えます。このような中、私は、議員活動はもとより、歴史と

伝統ある桑折町議会の副議長の要職について、町民の負託に応えられ

る健全な議会運営に努めていく覚悟です。さらには折しも、今年のノーベ

ル経済学賞は７７歳の女性ゴールディン教授に贈られました。男女の収

入や雇用格差が生む要因の研究分析が評価されたそうです。日本のジ

ェンダー格差は世界の中でも遅れをとっている現実を考えると、我が桑

折町議会の女性参画率 25%をこの先、落とさぬばかりか、先輩として後

輩への道を広く深くアップすることを願うものです。そのためにも副議長

の席を得ることにより、ジェンダーに対する町民への理解をも深められ、



一層の桑折町の発展に寄与していくものと確信いたします。どうぞ意を

お汲み取りいただきの上、よろしくお願い申し上げます。 

以上です。 

 


